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(57)【要約】

　円滑に圧迫操作を行なう圧迫装置ならびに超音波探触

子及び超音波診断装置を提供する。

　超音波探触子の超音波送受信面に装着して用いられる

バルーンを備え、該バルーンで被検体を圧迫する圧迫装

置において、バルーンは、弾性部材で形成される中空の

圧迫部と、圧迫部に液体を注入／排出させるチューブと

、圧迫部の周縁に連接され、超音波探触子の超音波送受

信面に圧迫部を装着させる装着部とを有し、装着部又は

圧迫部の内径は超音波探触子の被装着部の外径より小さ

く構成される。圧迫部に張力が付与されるため、少ない

初期注入量で圧迫を速やかに開始できる。よって、円滑

に圧迫操作を行なうことができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 に 装 着 し て 用 い ら れ る バ ル ー ン を 備 え 、 該 バ ル ー ン で 被

検 体 を 圧 迫 す る 圧 迫 装 置 に お い て 、

　 前 記 バ ル ー ン は 、 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ る 中 空 の 圧 迫 部 と 、 前 記 圧 迫 部 に 液 体 を 注 入 ／ 排

出 さ せ る チ ュ ー ブ と 、 前 記 圧 迫 部 の 周 縁 に 連 接 さ れ 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面

に 前 記 圧 迫 部 を 装 着 さ せ る 装 着 部 と を 有 し 、 前 記 装 着 部 又 は 前 記 圧 迫 部 の 内 径 は 前 記 超 音

波 探 触 子 の 被 装 着 部 の 外 径 よ り 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 装 着 部 は 円 筒 状 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 装 着 部 の 一 端 は 半 円 筒 状 で あ り 、 前 記 装 着 部 の 他 端 は 超 音 波 探 触 子 の 一 部 に 引 掛 け

る 引 掛 け 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 装 着 部 の 材 質 又 は 厚 さ の 少 な く と も い ず れ か 一 つ に 基 づ い て 、 該 圧 迫 部 の 前 記 弾 性

部 材 に 付 与 さ れ る 張 力 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 装 着 部 に は 、 前 記 バ ル ー ン の 中 央 位 置 を 示 す マ ー ク が 付 与 さ れ て い る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 圧 迫 部 は 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 の 面 積 よ り も 大 き い 面 積 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 チ ュ ー ブ は 、 前 記 液 体 を 注 入 す る た め の 第 1の チ ュ ー ブ と 前 記 液 体 を 排 出 す る た め

の 第 2の チ ュ ー ブ と で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 圧 迫 部 は 、 弾 性 を 有 す る 2枚 の 帯 状 シ ー ト を 重 ね 合 わ せ 、 前 記 帯 状 シ ー ト の 周 縁 部

を 密 封 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 帯 状 シ ー ト は 、 シ リ コ ン 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ビ ニ ル 系 、 ラ テ ッ ク ス 系 の い ず れ か 1つ

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 8記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 バ ル ー ン は 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 が 周 方 向 に 延 在 し て 形 成 さ れ た 円 筒 状 の 超 音 波 探

触 子 に 装 着 さ れ る も の で あ り 、 前 記 圧 迫 部 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 に 対 応

し た 大 き さ を 有 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 バ ル ー ン は 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 が 先 端 面 に 形 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 に 用 い ら れ る

も の で あ り 、 前 記 圧 迫 部 は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 に 対 応 し た 大 き さ を 有 し

て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 バ ル ー ン は 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 先 端 部 を 覆 う キ ャ ッ プ 部 を 有 し て 形 成 さ れ る こ と

を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 チ ュ ー ブ に は 三 方 活 栓 を 介 し て 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ と 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ に 連 結 し て

な る 圧 迫 操 作 部 を 備 え て な る 請 求 項 1記 載 の 圧 迫 装 置 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 超 音 波 送 受 信 面 を 有 し た 先 端 部 と 、 前 記 先 端 部 に 連 結 さ れ 、 検 者 が 手 で 握 っ て 保 持 す る

た め の 保 持 部 と 、 バ ル ー ン で 被 検 体 を 圧 迫 す る 圧 迫 装 置 を 有 し た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、

前 記 バ ル ー ン は 、 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ る 中 空 の 圧 迫 部 と 、 前 記 圧 迫 部 に 液 体 を 注 入 ／ 排 出

さ せ る た め の チ ュ ー ブ と 、 超 音 波 送 受 信 面 に 前 記 圧 迫 部 を 装 着 さ せ る 装 着 部 と を 有 し 、 前
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記 圧 迫 部 は 張 力 が 付 与 さ れ た 状 態 で 超 音 波 送 受 信 面 に 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超

音 波 探 触 子 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 装 着 部 は 円 筒 状 で あ り 、 前 記 超 音 波 送 受 信 面 を 有 す る 被 装 着 部 に 巻 き つ け ら れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 14記 載 の 超 音 波 探 触 子 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 装 着 部 を 係 合 す る 係 合 部 を 前 記 保 持 部 に 有 し 、 前 記 装 着 部 の 一 端 は 前 記 係 合 部 に 係

合 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 14記 載 の 超 音 波 探 触 子 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 チ ュ ー ブ を 介 し て 前 記 液 体 を 注 入 ／ 排 出 す る こ と に よ り 、 前 記 圧 迫 部 を 膨 張 、 収 縮

さ せ る 圧 迫 操 作 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 14記 載 の 超 音 波 探 触 子 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 直 交 す る 2つ の 前 記 超 音 波 送 受 信 面 を 前 記 先 端 部 に 有 し 、 前 記 2つ の 超 音 波 送 受 信 面 に 前

記 バ ル ー ン の 前 記 圧 迫 部 が そ れ ぞ れ 装 着 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 14記 載 の 超 音

波 探 触 子 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 被 検 体 の 生 体 組 織 に 圧 迫 を 加 え る 圧 迫 装 置 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送 信 し 、

前 記 被 検 体 か ら 発 生 す る 反 射 エ コ ー 信 号 を 計 測 し て 得 ら れ た フ レ ー ム デ ー タ を 用 い て 、 一

対 の 前 記 フ レ ー ム デ ー タ に 基 づ い て 複 数 の 計 測 点 に お け る 生 体 組 織 の 弾 性 情 報 を 求 め 、 求

め た 前 記 弾 性 情 報 に 基 づ い て 弾 性 画 像 を 生 成 し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て 、 請 求

項 14乃 至 18の い ず れ か に 記 載 の 前 記 超 音 波 探 触 子 を 有 す る 超 音 波 診 断 装 置 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 圧 迫 部 内 の 圧 力 を 計 測 す る 圧 力 セ ン サ を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 19記 載 の 超

音 波 診 断 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 超 音 波 診 断 に お け る 弾 性 情 報 を 取 得 す る 際 に 用 い る 圧 迫 装 置 な ら び に 同 装 置

を 用 い た 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 超 音 波 診 断 で は 、 生 体 内 部 の 組 織 の 硬 さ や 軟 ら か さ を 計 測 し て 、 腫 瘍 の 有 無 な い し 癌 等

の 悪 性 腫 瘍 の 有 無 を 診 断 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 生 体 に 圧 迫 を 加 え 、 こ れ

に よ り 生 じ た 生 体 内 部 の 各 部 の 変 位 を 計 測 し 、 そ の 変 位 に 基 づ い て 生 体 各 部 の 歪 み あ る い

は 弾 性 率 等 の 弾 性 情 報 を 演 算 し 、 そ の 弾 性 情 報 を 画 像 化 し て 診 断 に 供 す る こ と が 行 わ れ て

い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 生 体 に 圧 迫 を 加 え る 方 法 と し て 、 一 般 に は 、 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 を 用 手 法 的

又 は 機 械 的 に 被 検 体 内 の 計 測 対 象 に 押 し 付 け る こ と が 広 く 行 わ れ て い る 。 特 許 文 献 1、 特

許 文 献 2に は 、 用 手 的 に 超 音 波 探 触 子 を 生 体 の 表 皮 に 押 し 付 け て 圧 迫 す る 代 わ り に 、 前 立

腺 診 断 な ど の よ う に 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 用 い る 経 直 腸 用 超 音 波 探 触 子 の 圧 迫 装 置 が 提 案 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 US2002／ 0068870A1号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 W O2006／ 041050A1号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し 、 特 許 文 献 1、 特 許 文 献 2に 記 載 の 圧 迫 方 法 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド の 軸 径

に 比 較 し て 大 き な 径 の 体 腔 内 に 挿 入 し て 用 い る 場 合 は 、 必 要 な 圧 迫 力 を 得 る た め に 、 超 音
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波 探 触 子 表 面 と 膜 と の 間 に 十 分 な 量 の 液 体 を 注 入 す る 必 要 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し た が っ て 、 バ ル ー ン 膜 に 発 生 す る 張 力 が 閾 値 張 力 に 達 す る ま で 、 液 体 を 注 入 し な け れ

ば な ら な い か ら 初 期 注 入 量 が 多 く な り 、 計 測 に 必 要 な 圧 迫 力 が 生 じ る ま で に 時 間 遅 れ が 生

ず る 。 つ ま り 、 初 期 注 入 量 が 多 い こ と に よ り 、 バ ル ー ン 内 の 液 体 を 出 し 入 れ し て 、 微 小 な

圧 縮 を 繰 り 返 し 加 え る 圧 迫 操 作 を 円 滑 に 行 え な い お そ れ が あ る 。

本 発 明 は 、 円 滑 に 圧 迫 操 作 を 行 な う 圧 迫 装 置 な ら び に そ の 圧 迫 装 置 を 用 い た 超 音 波 探 触 子

及 び 超 音 波 診 断 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 で は 、 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 に 装 着 し て 用 い

ら れ る バ ル ー ン を 備 え 、 該 バ ル ー ン で 被 検 体 を 圧 迫 す る 圧 迫 装 置 に お い て 、 前 記 バ ル ー ン

は 、 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ る 中 空 の 圧 迫 部 と 、 前 記 圧 迫 部 に 液 体 を 注 入 ／ 排 出 さ せ る チ ュ ー

ブ と 、 前 記 圧 迫 部 の 周 縁 に 連 接 さ れ 、 前 記 超 音 波 探 触 子 の 超 音 波 送 受 信 面 に 前 記 圧 迫 部 を

装 着 さ せ る 装 着 部 と を 有 し 、 前 記 装 着 部 又 は 前 記 圧 迫 部 の 内 径 は 前 記 超 音 波 探 触 子 の 被 装

着 部 の 外 径 よ り 小 さ く 構 成 さ れ る 。 前 記 圧 迫 部 に 張 力 が 付 与 さ れ る た め 、 少 な い 初 期 注 入

量 で 圧 迫 を 速 や か に 開 始 で き る 。 よ っ て 、 円 滑 に 圧 迫 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 ま た 、 超 音 波 送 受 信 面 を 有 し た 先 端 部 と 、 前 記 先 端 部 に 連 結 さ れ 、 検 者 が 手 で 握 っ て 保

持 す る た め の 保 持 部 と 、 バ ル ー ン で 被 検 体 を 圧 迫 す る 圧 迫 装 置 を 有 し た 超 音 波 探 触 子 に お

い て 、 前 記 バ ル ー ン は 、 弾 性 部 材 で 形 成 さ れ る 中 空 の 圧 迫 部 と 、 前 記 圧 迫 部 に 液 体 を 注 入

／ 排 出 さ せ る た め の チ ュ ー ブ と 、 超 音 波 送 受 信 面 に 前 記 圧 迫 部 を 装 着 さ せ る 装 着 部 と を 有

し 、 前 記 圧 迫 部 は 張 力 が 付 与 さ れ た 状 態 で 超 音 波 送 受 信 面 に 装 着 さ れ て い る 。 圧 迫 部 に 張

力 が 付 与 さ れ る た め 、 少 な い 初 期 注 入 量 で 圧 迫 を 速 や か に 開 始 で き る 。 よ っ て 、 円 滑 に 圧

迫 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 被 検 体 の 生 体 組 織 に 圧 迫 を 加 え る 圧 迫 装 置 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 か ら 超 音 波 を 送

信 し 、 前 記 被 検 体 か ら 発 生 す る 反 射 エ コ ー 信 号 を 計 測 し て 得 ら れ た フ レ ー ム デ ー タ を 用 い

て 、 一 対 の 前 記 フ レ ー ム デ ー タ に 基 づ い て 複 数 の 計 測 点 に お け る 生 体 組 織 の 弾 性 情 報 を 求

め 、 求 め た 前 記 弾 性 情 報 に 基 づ い て 弾 性 画 像 を 生 成 し て 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に お い て

、 前 記 超 音 波 探 触 子 を 有 す る 。 圧 迫 部 に 張 力 が 付 与 さ れ る た め 、 少 な い 初 期 注 入 量 で 圧 迫

を 速 や か に 開 始 で き る 。 よ っ て 、 円 滑 に 圧 迫 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。 さ ら に 、 圧 迫 部

内 の 液 体 層 の 厚 み を 薄 く で き る た め 、 液 体 層 に お け る 多 重 反 射 に よ っ て 生 ず る ノ イ ズ の 影

響 を 抑 え た 弾 性 画 像 を 得 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ０ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 圧 迫 装 置 を 適 用 し て な る 超 音 波 診 断 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 圧 迫 装 置 に 係 る バ ル ー ン の 実 施 例 1の 構 成 図 。

【 図 ３ 】 実 施 例 1の バ ル ー ン を 装 着 し て 用 い る 超 音 波 探 触 子 の 一 例 の 構 成 図 。

【 図 ４ 】 実 施 例 1の バ ル ー ン を 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 の 構 成 図 。

【 図 ５ 】 実 施 例 1の バ ル ー ン の 製 造 方 法 を 説 明 す る 図 。

【 図 ６ 】 実 施 例 1の 初 期 張 力 が 付 与 さ れ た バ ル ー ン の 圧 迫 操 作 を 説 明 す る 図 。

【 図 ７ 】 バ ル ー ン の 液 層 厚 に よ り 生 ず る 多 重 反 射 の ノ イ ズ を 説 明 す る 図 。

【 図 ８ 】 バ ル ー ン の 液 層 厚 が 厚 い 場 合 の 多 重 反 射 に よ り 生 ず る ノ イ ズ を 説 明 す る 図 。

【 図 ９ 】 バ ル ー ン を 適 正 な 位 置 に 装 着 す る た め の マ ー ク を 付 し た 実 施 例 を 説 明 す る 図 。

【 図 １ ０ 】 実 施 例 2の バ ル ー ン を 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 の 構 成 図 。

【 図 １ １ 】 本 発 明 の 圧 迫 装 置 に 係 る バ ル ー ン の 実 施 例 3の 構 成 図 。

【 図 １ ２ 】 実 施 例 3の バ ル ー ン を 装 着 す る エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 の 超 音 波 探 触 子 の 一 例 の 構

成 図 。

【 図 １ ３ 】 実 施 例 3の バ ル ー ン を エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 の 超 音 波 探 触 子 に 装 着 し た 状 態 を 示
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す 図 。

【 図 １ ４ 】 実 施 例 3の 変 形 例 の バ ル ー ン の 構 成 図 。

【 図 １ ５ 】 バ ル ー ン に 液 体 を 注 入 ／ 排 出 す る 圧 迫 操 作 部 の 実 施 例 の 構 成 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 適 用 し た 圧 迫 装 置 な ら び に そ の 圧 迫 装 置 を 用 い た 超 音 波 探 触 子 及 び 超 音

波 診 断 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 図 1は 、 本 発 明 の 圧 迫 装 置 を 適 用

し た 超 音 波 診 断 装 置 の 一 実 施 形 態 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 図 1に 示 す よ う に 、 超 音 波 診 断 装 置 1に は 、 被 検 体 10に バ ル ー ン 38を 介 し て 当 接 さ せ て 用

い る 超 音 波 探 触 子 12と 、 超 音 波 探 触 子 12を 介 し て 被 検 体 10に 時 間 間 隔 を お い て 超 音 波 を 繰

り 返 し 送 信 す る 送 信 部 14と 、 被 検 体 10か ら 発 生 す る 時 系 列 の 反 射 エ コ ー 信 号 を 受 信 す る 受

信 部 16と 、 送 信 部 14と 受 信 部 16を 制 御 す る 送 受 信 制 御 部 17と 、 受 信 部 16で 受 信 さ れ た 反 射

エ コ ー を 整 相 加 算 す る 整 相 加 算 部 18と が 備 え ら れ て い る 。 整 相 加 算 部 18か ら 出 力 さ れ る RF

信 号 フ レ ー ム デ ー タ は 断 層 画 像 構 成 部 20に 導 か れ 、 こ こ に お い て 被 検 体 の 濃 淡 断 層 画 像 (

例 え ば 白 黒 の Bモ ー ド 像 )が 構 成 さ れ る 。 断 層 画 像 構 成 部 20に よ り 構 成 さ れ た 濃 淡 断 層 画 像

の 出 力 信 号 は 、 白 黒 ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 22に お い て 画 像 表 示 器 26の 表 示 に 合 う よ う に 変 換

さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 整 相 加 算 部 18か ら 出 力 さ れ る RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ は 、 RF信 号 フ レ ー ム デ 一 夕 記

憶 部 28に 記 憶 さ れ る 。 変 位 計 測 部 30は RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ 記 憶 部 28か ら 少 な く と も 2枚

の フ レ ー ム デ ー タ を 選 択 し 、 被 検 体 10の 生 体 組 織 の 変 位 を 計 測 す る 。 変 位 計 測 部 30で 計 測

さ れ た 変 位 情 報 は 、 弾 性 情 報 演 算 部 32に 入 力 さ れ こ こ に お い て 生 体 組 織 の 歪 み 又 は 弾 性 率

が 求 め ら れ る 。 弾 性 情 報 演 算 部 32で 演 算 さ れ た 歪 み 又 は 弾 性 率 は 弾 性 画 像 構 成 部 34に 入 力

さ れ 、 こ こ に お い て 歪 み 又 は 弾 性 率 に 応 じ た カ ラ ー 弾 性 画 像 が 構 成 さ れ る 。 弾 性 画 像 構 成

部 34で 構 成 さ れ た カ ラ ー 弾 性 画 像 の 出 力 信 号 は 、 カ ラ ー ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 36に 入 力 さ れ

、 こ こ に お い て 画 像 表 示 器 26の 表 示 に 合 う よ う に 変 換 さ れ る 。 切 替 加 算 部 24は 、 白 黒 ス キ

ャ ン コ ン バ ー タ 22か ら 出 力 さ れ る Bモ ー ド 像 と 、 カ ラ ー ス キ ャ ン コ ン バ ー タ 36か ら 出 力 さ

れ る カ ラ ー 弾 性 画 像 を 重 ね 合 わ せ た り 、 並 列 に 表 示 さ せ た り す る 表 示 形 態 の 切 り 替 え を 行

い 、 合 成 さ れ た 合 成 画 像 を 画 像 表 示 器 26に 表 示 す る よ う に な っ て い る 。 以 上 の 構 成 は 、 周

知 の 超 音 波 診 断 装 置 に 備 え ら れ て い る こ と か ら 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 次 に 、 本 発 明 に 係 る 圧 迫 装 置 及 び そ の 圧 迫 装 置 を 用 い た 超 音 波 探 触 子 に 特 有 の 構 成 に つ

い て 詳 細 に 説 明 す る 。 本 実 施 例 の 圧 迫 装 置 は 、 バ ル ー ン 38、 圧 力 セ ン サ 40、 流 量 セ ン サ 42

、 圧 迫 操 作 部 44、 圧 迫 操 作 評 価 部 46及 び バ ル ー ン 液 層 厚 演 算 部 48を 備 え て 構 成 さ れ て い る

。 超 音 波 探 触 子 12に は 、 被 検 体 10を 圧 迫 す る た め の バ ル ー ン 38が 装 着 さ れ て い る 。 バ ル ー

ン 38は 、 超 音 波 を 通 過 さ せ る こ と が で き る 材 質 に よ っ て 袋 状 に 形 成 さ れ 、 超 音 波 探 触 子 12

の 超 音 波 送 受 信 面 上 に 被 着 さ れ て い る 。 バ ル ー ン 38は 、 例 え ば 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 塩 ビ 、 ラ

テ ッ ク ス (天 然 ゴ ム )、 シ リ コ ン な ど 、 生 体 に も 安 全 な 素 材 の 膜 で 、 か つ 弾 性 を 有 す る 材 質

で 形 成 す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 バ ル ー ン 38の 内 部 に は 水 や 油 等 の 液 体 が 充 填 さ れ て お り 、 バ ル ー ン 38に 圧 迫 操 作 部 44か

ら 液 体 を 注 入 ／ 排 出 す る こ と に よ り 、 バ ル ー ン 38を 膨 張 、 収 縮 さ せ る よ う に な っ て い る 。

圧 迫 操 作 部 44に よ っ て 、 バ ル ー ン 38を 膨 張 さ せ る と 被 検 体 10へ の 圧 迫 を 強 め 、 バ ル ー ン 38

を 収 縮 さ せ る と 被 検 体 10へ の 圧 迫 を 緩 め る こ と が で き る 。 圧 迫 操 作 部 44の 操 作 は 、 自 動 の

場 合 、 装 置 制 御 イ ン タ ー フ ェ イ ス 部 50で 行 う が 、 手 動 で も 行 う こ と が で き る よ う に な っ て

い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 ま た 、 圧 迫 操 作 部 44に よ り 注 入 ／ 排 出 さ れ る 液 体 の 注 入 排 出 流 量 は 流 量 セ ン サ 42に よ っ

て 検 出 さ れ る 。 ま た 、 バ ル ー ン 38の 内 部 の 液 体 の 圧 力 は 圧 カ セ ン サ 40に よ っ て 検 出 さ れ る
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。 バ ル ー ン 液 層 厚 演 算 部 48は 、 RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ 記 憶 部 28の RF信 号 フ レ ー ム デ ー タ に

基 づ い て 、 バ ル ー ン 38の 超 音 波 伝 播 方 向 の 液 層 厚 を 演 算 に よ り 求 め 、 バ ル ー ン 38に 注 入 ／

排 出 さ れ る 液 体 の 注 入 排 出 流 量 を 求 め る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 圧 迫 操 作 評 価 部 46は 、 流

量 セ ン サ 42又 は バ ル ー ン 液 層 厚 演 算 部 48に よ り 求 め ら れ た 液 体 の 注 入 排 出 流 量 、 又 は 圧 力

セ ン サ 40に よ り 検 出 さ れ た 液 体 の 圧 力 か ら バ ル ー ン 38と 接 す る 被 検 体 10の 超 音 波 走 査 領 域

の 組 織 に 加 わ る 圧 力 (圧 迫 力 )を 演 算 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 圧 迫 操 作 評 価 部 46で 演 算

さ れ た 圧 力 情 報 は 弾 性 情 報 演 算 部 32に 入 力 さ れ 、 変 位 計 測 部 30の 変 位 情 報 と か ら 弾 性 率 を

求 め る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 以 下 、 圧 迫 装 置 の 実 施 例 に 基 づ い て 本 発 明 を 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 2は 本 発 明 の 圧 迫 装 置 に 係 る バ ル ー ン 38の 実 施 例 1の 構 成 図 で あ り 、 図 3は 、 超 音 波 探

触 子 12の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ り 、 図 4は バ ル ー ン 38を 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 12の 一 例 を

示 す 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 2(a)は バ ル ー ン 38を 先 端 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 (b)は 側 面 図 、 同 図 (c)は 上 面 図 で

あ る 。 図 2(a)に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 38は 弾 性 を 有 す る 帯 状 シ ー ト 部 材 61で 筒 状 (リ ン グ

状 )に 形 成 さ れ て い る 。 帯 状 シ ー ト 部 材 の 筒 状 の 装 着 部 61の 内 径 は 超 音 波 探 触 子 12の 超 音

波 探 触 子 ヘ ッ ド 101(被 装 着 部 )の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 同 図 (b)(c)

に 示 す よ う に 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 一 部 に 中 空 の 圧 迫 部 62が 形 成 さ れ 、 圧 迫 部 62に 連 通 さ

れ 、 圧 迫 部 62に 液 体 を 注 入 /排 出 さ せ る チ ュ ー ブ 63a、 63bを 有 し て 形 成 さ れ て い る 。 つ ま

り 、 装 着 部 61は 圧 迫 部 62の 周 縁 に 連 接 さ れ て い る 。 圧 迫 部 62は 、 超 音 波 送 受 信 面 102の 面

積 よ り も 大 き い 面 積 を 有 し て 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 チ ュ ー ブ 63a、 63bの 他 端 は 、 図 1の

圧 迫 操 作 部 44に 連 結 し て 用 い る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 3に 示 す よ う に 、 超 音 波 探 触 子 12は 、 経 直 腸 用 超 音 波 探 触 子 と 称 さ れ る も の で あ り 、

体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 円 筒 状 の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 有 し 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101の 外

表 面 に 横 断 面 用 の 振 動 子 群 を 有 し た 超 音 波 送 受 信 面 102と 、 横 断 面 に 直 交 す る 縦 断 面 の 振

動 子 群 を 有 し た 超 音 波 送 受 信 面 103が 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101は 、 円 筒 状

の 連 結 部 104を 介 し て 検 者 が 手 で 握 っ て 保 持 す る 保 持 部 105に 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 図 3(

a)は 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 先 端 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 (b)は 側 面 図 、 同 図 (c)は 上

面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 図 4に は 、 超 音 波 探 触 子 12に バ ル ー ン 38を 装 着 し た 後 の 形 状 を 示 し て い る 。 図 4(a)は バ

ル ー ン 38を 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 先 端 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 (b)は 側 面 図

、 同 図 (c)は 上 面 図 で あ る 。 装 着 部 61は 円 筒 状 で あ り 、 装 着 部 61を 押 し 広 げ て 超 音 波 探 触

子 12の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101の 周 縁 に 巻 き つ け ら れ て い る 。 装 着 部 61は 超 音 波 送 受 信 面 1

02に 圧 迫 部 62を 装 着 さ せ 、 圧 迫 部 62は 張 力 が 付 与 さ れ た 状 態 で 超 音 波 送 受 信 面 102に 装 着

さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 帯 状 シ ー ト 部 材 61は 、 バ ル ー ン 38を 超 音 波 探

触 子 12に 装 着 す る 装 着 部 61を 兼 ね て 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 実 施 例 1の バ ル ー ン 38の 製 造 方 法 を 、 図 5を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 5(a)に 示 す よ う に 、 バ

ル ー ン 38は 弾 性 を 有 す る 同 一 の 形 状 の 2枚 の 帯 状 シ ー ト 部 材 61a、 61bと 、 2本 の チ ュ ー ブ 63

a、 63bか ら 形 成 さ れ る 。 同 図 (b)に 示 す よ う に 、 2本 の チ ュ ー ブ 63a、 63bの 先 端 を 、 圧 迫 部

62が 形 成 さ れ る 領 域 に 位 置 さ せ 、 圧 迫 部 62を 形 成 す る 領 域 を 除 い て 2枚 の 帯 状 シ ー ト 部 材 6

1a、 61bの 周 縁 部 を 溶 着 し て 密 封 す る 。 こ の と き 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61a、 61bと チ ュ ー ブ 63a

、 63bの 外 表 面 も 互 い に 溶 着 す る 。 こ れ に よ り 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 一 部 に 圧 迫 部 62を 形

成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 同 図 (c)に 示 す よ う に 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 両 端 部 61c、 61

dを 重 ね 合 わ せ て 溶 着 す る こ と に よ り 、 筒 状 の バ ル ー ン 38を 形 成 す る こ と が で き る 。 な お
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、 帯 状 シ ー ト 部 材 61a、 61b及 び チ ュ ー ブ 63a、 63bの 密 封 は 、 溶 着 に 限 ら ず 、 強 力 な 接 着 剤

を 用 い て 接 着 し て 、 圧 迫 部 62を 密 封 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 2本 の チ ュ ー ブ 63a、 63

bの 流 路 を 塞 が な い よ う に 溶 着 又 は 接 着 す る 。 な お 、 チ ュ ー ブ 63a、 63bは 、 単 に 並 列 に し

て 圧 迫 操 作 部 44に 接 続 す る よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 こ の よ う に 、 チ ュ ー ブ を 2本 並 列 に し た 理 由 は 、 チ ュ ー ブ 63a、 63bの 径 を 小 さ く し 、 超

音 波 探 触 子 12の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 含 め て 外 形 を 小 さ く す る こ と に よ り 、 体 腔 内 に

挿 入 し や す く す る た め で あ る 。 ま た 、 圧 迫 部 62中 の 液 体 に 気 泡 が 入 っ た 場 合 、 チ ュ ー ブ 63

aか ら 圧 迫 部 62へ 液 体 を 注 入 し 、 圧 迫 部 62か ら チ ュ ー ブ 63bへ 液 体 を 排 出 し 、 気 泡 を 取 り 除

く 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の よ う な 本 実 施 例 の バ ル ー ン 38は 、 弾 性 を 有 す る 帯 状 シ ー ト 部 材 61を 筒 状 に 形 成 し た

装 着 部 を 有 し 、 か つ 装 着 部 の 内 径 が 超 音 波 探 触 子 12の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101(被 装 着 部 )

の 外 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て い る か ら 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101に 被 着 す る と き に 帯 状

シ ー ト 部 材 61の 装 着 部 を 押 し 広 げ て 装 着 さ れ る 。 そ し て 、 装 着 部 が 収 縮 す る と き の 張 力 に

よ っ て バ ル ー ン 38が 積 極 的 に 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 締 め 付 け て 装 着 さ れ 、 圧 迫 部 62の

シ ー ト 膜 に 張 力 (初 期 張 力 )が 付 与 さ れ る 。 こ の 初 期 張 力 は 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 筒 径 を 変

え る こ と に よ り 調 整 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 筒 径 を 大 き く す る と

初 期 張 力 は 小 さ く な り 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 筒 径 を 小 さ く す る と 初 期 張 力 は 大 き く な る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 ま た 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 素 材 の 弾 性 及 び 厚 み に よ っ て も 調 整 す る こ と が で き る 。 例 え

ば 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61の 素 材 の 厚 み を 薄 く す る と 初 期 張 力 は 小 さ く な り 、 帯 状 シ ー ト 部 材

61の 素 材 の 厚 み を 厚 く す る と 初 期 張 力 は 大 き く な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 帯 状 シ ー ト 部 材 61は 、 シ リ コ ン 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ビ ニ ル (塩 ビ )系 、 ラ テ ッ ク ス (天 然 ゴ

ム )系 な ど の 伸 縮 性 の あ る 素 材 を 用 い る 。 帯 状 シ ー ト 部 材 61は 、 引 き 伸 ば さ れ て も 破 壊 さ

れ る こ と な く 、 強 い 力 で 元 の 状 態 に 戻 る よ う な 材 料 で 構 成 す る 。 特 に 、 高 精 度 に 均 一 な 厚

さ に 形 成 さ れ た 帯 状 シ ー ト を 用 い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 な お 、 本 実 施 例 で は 、 2枚 の 帯 状 シ ー ト 61を 重 ね 合 わ せ て 圧 迫 部 62を 形 成 し た が 、 1つ の

部 材 か ら 中 空 の 圧 迫 部 62を 形 成 し 、 そ の 圧 迫 部 62の 両 端 に 紐 状 の バ ン ド を 接 着 し て 、 バ ン

ド を 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101(被 装 着 部 )に 巻 き つ け て 、 圧 迫 部 62を 超 音 波 送 受 信 面 に 装 着

し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の よ う に 初 期 張 力 が 付 与 さ れ た バ ル ー ン 38に 圧 迫 操 作 部 44か ら 液 体 を 注 入 ／ 排 出 し て

、 被 検 体 10に 圧 迫 力 を 加 え る 動 作 に つ い て 、 図 6を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 6(a)は 超 音 波 探

触 子 12に 装 着 さ れ た 直 後 の バ ル ー ン 38の 状 態 を 示 し 、 同 図 (b)は 超 音 波 探 触 子 12に 装 着 さ

れ た バ ル ー ン 38に 液 体 の 注 入 を 開 始 し た 状 態 を 示 し て い る 。 図 6(a)に 示 す よ う に 、 バ ル ー

ン 38を 超 音 波 探 触 子 12に 装 着 す る こ と に よ っ て 圧 迫 部 62の シ ー ト 膜 に 初 期 張 力 T0が 付 与 さ

れ る 。 し た が っ て 、 バ ル ー ン 38内 に 液 体 を 注 入 す る 時 、 圧 迫 部 62の 液 体 の 圧 力 は 初 期 張 力

T0に 対 応 し た 初 期 圧 力 Ｐ 0で あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 さ ら に 、 圧 迫 部 62に 液 体 を 注 入 し て 、 超 音 波 探 触 子 12の 押 し 付 け 圧 力 F0に 対 抗 で き る 圧

力 に 対 応 す る 閾 値 張 力 T1を 超 え る と 、 図 6(b)に 示 し た よ う に 、 圧 迫 部 62の 膨 張 が 開 始 す る

。 こ れ に よ り 、 被 検 体 10の 対 象 組 織 64に 加 わ る 圧 力 Ｆ が 増 加 し 、 対 象 組 織 64に 歪 み が 生 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 し た が っ て 、 本 実 施 例 の 圧 迫 装 置 な ら び に 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 少 な い 初 期 注 入 量 V0

で 、 バ ル ー ン 38に よ る 圧 迫 を 速 や か に 開 始 で き る 。 特 に 、 微 小 な 注 入 量 変 化 Δ V(例 え ば 、

0.1～ 0.5CC程 度 )に 対 し て も 、 圧 迫 部 62の シ ー ト 膜 面 の 全 て の 領 域 に お い て 、 敏 感 に 圧 迫
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部 62が 膨 張 な い し 収 縮 さ せ る こ と が で き 、 繊 細 な 圧 迫 操 作 で 対 象 組 織 64に 歪 み を 生 成 さ せ

る こ と が で き る 。 ま た 、 閾 値 張 力 T1が シ ー ト 膜 面 の す べ て の 領 域 に 渡 っ て 付 与 さ れ る た め

、 対 象 の 生 体 組 織 と 接 触 し て い な い 面 領 域 が あ っ て も 、 そ の 領 域 の み に 膨 張 ・ 収 縮 が 集 中

す る こ と な く 、 生 体 組 織 と の 接 触 面 領 域 に 閾 値 張 力 に 対 応 す る 圧 力 で 圧 迫 を 加 え る こ と が

で き る 。 そ の た め 、 円 滑 に 圧 迫 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 ま た 、 本 実 施 例 の 超 音 波 診 断 装 置 に よ れ ば 、 バ ル ー ン 38へ の 液 体 の 初 期 注 入 量 V0を 少 な

く で き る か ら 、 圧 迫 部 62内 の 液 体 層 の 厚 み dを 薄 く で き る 。 そ の 結 果 、 液 体 層 に お け る 多

重 反 射 に よ っ て 生 ず る ノ イ ズ の 影 響 を 抑 え た 弾 性 画 像 を 得 る こ と が で き る 。 特 に 、 本 実 施

例 1の バ ル ー ン 38に お い て 、 初 期 張 力 T0を 閾 値 張 力 T1以 上 に 設 定 す れ ば 、 初 期 注 入 量 V0が

ほ と ん ど ゼ ロ の 状 態 で も 、 わ ず か の 注 入 量 変 化 Δ Vで 対 象 組 織 64を 圧 迫 で き る 。 　 　

　 し た が っ て 、 図 7に 示 す よ う に 、 多 重 反 射 の ノ イ ズ 65が 発 生 す る 範 囲 を 、 超 音 波 探 触 子 1

2の 超 音 波 送 受 信 面 102か ら 近 い 範 囲 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 超 音 波 は 伝 播 す る 際 に 、 音

響 イ ン ピ ー ダ ン ス の 差 異 の あ る 領 域 の 境 界 に お い て 、 そ の 差 異 の 程 度 に 応 じ た 強 度 の 反 射

を 起 こ す 。 し た が っ て 、 圧 迫 部 62に シ ー ト 膜 面 と 対 象 組 織 64の 表 皮 の 境 界 に お い て 反 射 が

起 こ り 、 反 射 さ れ た 超 音 波 が 更 に 超 音 波 送 受 信 面 102で 反 射 し 、 再 び 対 象 組 織 64の 方 向 に

伝 播 す る 。 こ の 現 象 が 、 圧 迫 部 62の 液 体 層 で 多 重 的 に 起 こ り 、 図 7の 右 図 に 示 す よ う に 、

超 音 波 送 受 信 面 102と 圧 迫 部 62の シ ー ト 膜 面 (＝ 対 象 組 織 64の 表 皮 )と の 間 の 距 離 dの 整 数 倍

の 距 離 の と こ ろ に 多 重 反 射 の ノ イ ズ 65が 現 れ る 。 こ の ノ イ ズ は 対 象 組 織 64(例 え ば 、 前 立

腺 の 領 域 )に も 重 畳 さ れ る た め 、 こ の ノ イ ズ が 重 畳 さ れ た RF受 信 信 号 を 基 に 演 算 す る 弾 性

情 報 も ノ イ ズ の 影 響 を 受 け て 精 度 が 落 ち 、 診 断 を 妨 げ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 特 に 、 バ ル ー ン に 初 期 張 力 を 付 与 し て い な い 従 来 技 術 に よ る と 、 図 8の 比 較 例 に 示 す よ

う に 、 閾 値 張 力 T1を 発 生 さ せ る た め に バ ル ー ン に 注 入 し な け れ ば な ら な い 初 期 注 入 量 V0＇

が 多 く な り 、 バ ル ー ン 38の 液 体 層 の 厚 み d'が 厚 く な ら ざ る を 得 な い 。 そ の た め 、 液 体 層 に

お け る 多 重 反 射 に よ る ノ イ ズ 65が 弾 性 画 像 の 広 い 範 囲 に 現 れ 、 弾 性 画 像 の S/Nを 劣 化 さ せ

る 。 特 に 、 深 部 由 来 の 反 射 エ コ ー 信 号 ほ ど 大 き く 増 幅 し て Bモ ー ド 像 を 構 築 す る TGC(TimeG

ainControl)や STC(SensitiVityTimeControl)と い っ た 技 術 が 、 超 音 波 診 断 装 置 に 一 般 に 適

用 さ れ て い る が 、 バ ル ー ン 38の シ ー ト 膜 面 で の 反 射 が 超 音 波 探 触 子 12の 超 音 波 送 受 信 面 10

2か ら 離 れ た 位 置 で 発 生 す る ほ ど 、 こ の 反 射 に よ る ノ イ ズ も 大 き く 増 強 さ れ る た め 、 弾 性

画 像 の S/Nを 顕 著 に 劣 化 さ せ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 本 実 施 例 1で は 、 経 直 腸 用 の 超 音 波 探 触 子 12に 用 い る バ ル ー ン 38を 例 に 説 明 し た が 、 本

実 施 例 は こ れ に 限 ら ず 、 超 音 波 送 受 信 面 が 円 筒 状 の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド の 外 周 面 に 周 方 向

に 延 在 し て 形 成 さ れ た 超 音 波 探 触 子 に 用 い る こ と が で き る 。 こ の よ う な 超 音 波 探 触 子 と し

て は 、 経 直 腸 用 の 他 に 、 経 食 道 用 の 超 音 波 探 触 子 、 経 膣 用 の 超 音 波 探 触 子 、 指 先 装 着 型 の

超 音 波 探 触 子 、 血 管 用 マ イ ク ロ プ ロ ー ブ 、 内 視 鏡 プ ロ ー ブ が 知 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 な お 、 圧 迫 部 62の 初 期 張 力 T0は 、 超 音 波 探 触 子 12の 押 し 付 け 圧 力 F0に 対 抗 で き る 圧 力 に

対 応 す る 閾 値 張 力 T1を 超 え て い る こ と が 好 ま し い が 、 必 ず し も こ れ に 限 ら れ な い 。 圧 迫 部

62に 張 力 が 予 め 加 え ら れ て い れ ば 、 閾 値 張 力 T1を 超 え る ま で の 初 期 注 入 量 V0を 従 来 よ り も

少 な く で き 、 圧 迫 開 始 を 早 め る こ と が で き る と と も に 、 多 重 反 射 の ノ イ ズ に よ る 弾 性 画 像

の 画 質 劣 化 を 軽 減 で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 本 実 施 例 1の 圧 迫 装 置 に よ れ ば 、 超 音 波 探 触 子 12の 超 音 波 送 受 信 面 102に 被 着 さ れ た バ ル

ー ン 38を 対 象 組 織 に 押 し 付 け 、 そ の と き の 押 し 付 け 力 Ｆ が 基 準 圧 迫 状 態 と な る よ う に 保 持

す る 。 そ し て 、 バ ル ー ン 38に 初 期 注 入 量 V0を 与 え た 状 態 を 初 期 状 態 と す る 。 こ の と き の バ

ル ー ン 38内 の 液 体 の 圧 力 Ｐ を 、 圧 力 セ ン サ 40で 計 測 す る こ と に よ り 、 圧 迫 操 作 評 価 部 46に

お い て 単 位 面 積 あ た り の 圧 迫 力 Ｆ を 算 出 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 単 位 面 積 あ た り

の 圧 迫 力 が 基 準 圧 迫 状 態 と な る よ う に 、 圧 迫 操 作 部 44を 制 御 し て バ ル ー ン 38内 の 液 体 の 注
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入 ／ 排 出 を 行 う 。 次 い で 、 そ の 基 準 圧 迫 状 態 を 原 点 と し て 、 微 小 な 注 入 量 変 化 Δ Vの 液 体

を 注 入 ／ 排 出 す る こ と に よ り 、 バ ル ー ン 38の 圧 迫 部 62を 膨 張 及 び 収 縮 さ せ て 、 対 象 組 織 64

に 微 小 な 圧 力 変 化 Δ Pを 与 え る 。 こ の 圧 力 変 化 Δ Pに よ り 対 象 組 織 64の 内 部 に 生 じ た 組 織 の

変 位 変 化 を 用 い て 、 周 知 の よ う に 、 弾 性 情 報 演 算 部 32に お い て 、 対 象 組 織 64の 内 部 に 生 じ

た 組 織 の 歪 み 変 化 Δ ε 及 び ／ 又 は 弾 性 率 を 演 算 し 、 診 断 の た め の 弾 性 情 報 を 取 得 す る 。 例

え ば 、 弾 性 情 報 と し て 歪 み 分 布 を 演 算 し 、 更 に 弾 性 画 像 と し て 歪 み 画 像 を 構 築 し て 画 像 表

示 器 26に 表 示 す る 。 本 実 施 例 に 拠 れ ば 検 者 が リ ア ル タ イ ム に 弾 性 の 診 断 を 行 う こ と が で き

る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 な お 、 バ ル ー ン 38及 び チ ュ ー ブ 63は 、 生 体 の 体 腔 内 に 超 音 波 探 触 子 12と 一 緒 に 挿 入 さ れ

る か ら 、 検 査 の 際 に 汚 染 さ れ る の で 、 例 え ば 、 通 常 の 前 立 腺 の 超 音 波 検 査 や 、 術 中 に お い

て 利 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 カ バ ー と 同 様 に 、 1回 ご と に 使 い 捨 て さ れ る 。 ま た 、 バ ル ー ン 3

8及 び チ ュ ー ブ 63は 滅 菌 (例 え ば γ 滅 菌 )処 理 し た 後 、 袋 な ど に 梱 包 さ れ て 管 理 及 び 保 管 さ

れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ま た 、 図 9(b)に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 38の 中 央 位 置 と 横 断 面 の 超 音 波 送 受 信 面 の 中 央 位

置 が 一 致 し な い よ う に 装 着 さ れ て し ま っ た 場 合 、 左 右 方 向 の 圧 迫 の 均 一 性 が 担 保 さ れ な い

こ と に な る 。 そ こ で 、 同 図 (c)に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 38の 装 着 部 に 、 バ ル ー ン 38の 中 央

位 置 を 示 す マ ー ク 69を 入 れ る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 こ の マ ー ク は 、 印 刷 に よ っ て 示

す よ う に し て も よ く 、 突 起 状 の も の を 溶 着 や 接 着 な ど に よ り バ ル ー ン 38に 設 け る よ う に し

て も よ い 。 こ れ に よ り 、 マ ー ク と 超 音 波 探 触 子 の 横 断 面 の 超 音 波 送 受 信 面 の 中 央 位 置 が 一

致 す る よ う に バ ル ー ン 38を 装 着 す れ ば 、 容 易 か つ 確 実 に 所 定 の 位 置 に バ ル ー ン 38が 装 着 さ

れ 、 装 着 不 適 切 が 原 因 と な る 不 均 一 な 圧 迫 を 回 避 で き 、 診 断 の 再 現 性 を 向 上 さ せ る こ と が

で き る 。 ま た 、 マ ー ク 69は 、 バ ル ー ン 38の 中 央 位 置 に 限 ら ず 、 例 え ば そ の 180° 反 対 側 の

超 音 波 探 触 子 の 背 面 の 箇 所 に あ た る 部 分 に 付 け て も 、 超 音 波 探 触 子 に 対 し て 所 定 の 位 置 を

確 認 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 図 10は 本 実 施 例 2の バ ル ー ン 38が 装 着 さ れ た 超 音 波 探 触 子 12の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ る

。 実 施 例 1と 異 な る 点 は 、 超 音 波 送 受 信 面 103に 中 空 の 圧 迫 部 62を 装 着 し た 点 で あ る 。 　 　

　 　 　

　 図 10に は 、 超 音 波 探 触 子 12に バ ル ー ン 38を 装 着 し た 後 の 形 状 を 示 し て い る 。 図 10(a)は

バ ル ー ン 38を 装 着 し た 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101を 先 端 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 (b)は 側 面

図 、 同 図 (c)は 上 面 図 で あ る 。 装 着 部 61は 円 筒 状 で あ り 、 装 着 部 61を 押 し 広 げ て 超 音 波 探

触 子 12の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 101の 周 縁 に 巻 き つ け ら れ て い る 。 装 着 部 61は 圧 迫 部 62の 周

縁 に 連 接 さ れ て い る 。 装 着 部 61は 超 音 波 送 受 信 面 103に 圧 迫 部 62を 装 着 さ せ 、 圧 迫 部 62は

張 力 が 付 与 さ れ た 状 態 で 超 音 波 送 受 信 面 103に 装 着 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 筒 状 に 形 成

さ れ た 帯 状 シ ー ト 部 材 61は 、 バ ル ー ン 38を 超 音 波 探 触 子 12に 装 着 す る 装 着 部 61を 兼 ね て 形

成 さ れ て い る 。 超 音 波 送 受 信 面 103は リ ニ ア 状 で あ る が 、 圧 迫 部 62を 超 音 波 送 受 信 面 103に

装 着 部 61に よ っ て 装 着 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 実 施 例 1、 2で は 、 1つ の 超 音 波 探 触 子 12に 1つ の バ ル ー ン 38を 装 着 す る 場 合 を 例 に 説 明 し

た 。 し か し 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら ず 、 1つ の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド に 2つ の 超 音 波 送 受 信 面 10

2， 103が 設 け ら れ た 超 音 波 探 触 子 12の 場 合 は 、 そ れ ぞ れ の 超 音 波 送 受 信 面 102， 103に 独 立

に 2つ の バ ル ー ン 38を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 2つ の バ ル ー ン 38を 連 結 し て 一 体 的

に 形 成 し 、 2つ の バ ル ー ン 38を 同 時 に 装 着 す る こ と が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 ま た 、 2つ の バ ル ー ン 38は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 圧 迫 操 作 部 44に 連 結 し 、 独 立 に 制 御 す る こ

と が で き る よ う に す る こ と が 好 ま し い 。 両 方 の バ ル ー ン 38を 1つ の 圧 迫 操 作 部 44に 連 結 し

て 、 同 時 に 操 作 さ れ る よ う に す る こ と も で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】

　 例 え ば 、 生 検 時 に は 、 縦 断 面 の 超 音 波 送 受 信 面 103を 優 先 的 に 動 作 さ せ る よ う に な っ て

お り 、 縦 断 面 に 切 り 替 え た ら 自 動 で 縦 断 面 の バ ル ー ン 38が 膨 張 、 収 縮 し 、 横 断 面 の 超 音 波

送 受 信 面 102に 切 り 替 え る と 、 自 動 で 横 断 面 の バ ル ー ン 38が 膨 張 、 収 縮 す る よ う に 構 成 す

る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ま た 、 リ ア ル タ イ ム バ イ ブ レ ー ン 設 定 の 時 は 、 両 方 の バ ル ー ン 38を 独 立 に 膨 張 、 収 縮 さ

せ る が 、 一 方 の 断 面 が 圧 迫 の 際 に 断 面 ズ レ が 起 こ ら な い よ う に 交 互 に 膨 張 、 収 縮 さ せ る よ

う に す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 い ず れ の 場 合 も 、 超 音 波 診 断 装 置 の 制 御 信 号 に 協 調 さ せ て 、 圧 迫 操 作 部 44を 制 御 す る こ

と に よ り 、 適 切 な 歪 み の 範 囲 で の 圧 迫 が 行 え る よ う に フ レ ー ム レ ー ト に 合 わ せ て 圧 迫 速 度

(注 入 量 ／ 排 出 量 )を 可 変 す る 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 11は 本 発 明 の 圧 迫 装 置 に 係 る バ ル ー ン 38の 実 施 例 3の 一 例 を 示 す 構 成 図 で あ り 、 図 12

は 本 実 施 例 3の バ ル ー ン 38を 装 着 し て 用 い る 超 音 波 探 触 子 12の 一 例 の 構 成 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 本 実 施 例 3の 圧 迫 装 置 を 用 い る 超 音 波 探 触 子 12は 、 図 12に 示 す よ う に 、 円 筒 状 の 挿 入 部 1

06の 先 端 部 に 、 半 円 筒 状 の 先 端 面 を 有 す る 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107が 固 定 さ れ 、 超 音 波 探

触 子 ヘ ッ ド 107の 円 筒 面 に 振 動 子 群 を 有 し た 超 音 波 送 受 信 面 108が あ る 。 こ の よ う な 超 音 波

探 触 子 12は 、 一 般 に エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 と 言 わ れ る 経 直 腸 用 超 音 波 探 触 子 で あ る 。 図 12(a

)は 超 音 波 送 受 信 面 108を 正 面 か ら 見 た 図 で あ り 、 同 図 (b)は 超 音 波 探 触 子 12の 側 面 図 、 同

図 (c)は 超 音 波 探 触 子 12の 上 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ の よ う な エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 の 超 音 波 探 触 子 12に 用 い る バ ル ー ン 38を 図 11に 示 す 。 図

11に お い て 、 (a)は バ ル ー ン 38の 超 音 波 送 受 信 面 108に 対 応 す る 正 面 側 か ら 見 た 図 で あ り 、

(b)は 側 面 図 、 (c)は 上 面 図 で あ る 。 そ れ ら の 図 に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 38の 帯 状 シ ー ト 部

材 71(装 着 部 )は 圧 迫 部 72の 周 縁 に 連 接 さ れ て い る 。 圧 迫 部 72に 連 通 さ れ た チ ュ ー ブ 73が 設

け ら れ 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 に 装 着 部 74が 接 続 さ れ て い る 。 チ ュ ー ブ 73の 他 端 は 、 図

1に 示 し た 圧 迫 操 作 部 44に 連 結 し て 用 い る よ う に な っ て い る 。 装 着 部 74は 帯 状 シ ー ト 部 材 7

1の 圧 迫 部 72の シ ー ト 膜 に 張 力 を 付 与 す る も の で あ る 。 ま た 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 の

側 縁 に 、 弾 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 さ れ た 一 対 の 帯 状 部 材 75(装 着 部 )が 連 結 さ れ る 。 こ の 帯

状 部 材 75の 内 径 は 超 音 波 探 触 子 12の 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107(被 装 着 部 )の 外 径 よ り 小 さ い

た め 、 帯 状 部 材 75の 弾 性 力 に よ り 帯 状 シ ー ト 部 材 71を 超 音 波 送 受 面 108に 締 め 付 け て 装 着

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 装 着 部 74は 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 に そ れ ぞ れ 連 結 さ れ た 2本 一 組 か ら な る 2組 の バ ン

ド 76a、 76Bと 、 各 組 の バ ン ド 76a、 76Bを 連 結 す る 連 結 バ ン ド 77a、 77Bと 、 連 結 バ ン ド 77a

、 77Bの 他 端 を 連 結 し た 引 掛 け バ ン ド 78を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 装 着 部 74を 構 成 す る 各

バ ン ド の 少 な く と も 一 部 の バ ン ド が 、 弾 性 を 有 す る 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に 構

成 さ れ た バ ル ー ン 38は 、 図 13に 示 す よ う に 、 エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 の 超 音 波 探 触 子 12に 装 着

し て 用 い ら れ る 。 な お 、 図 13に お い て 、 (a)は バ ル ー ン 38を 超 音 波 送 受 信 面 108に 被 着 し た

状 態 を 正 面 側 か ら 見 た 図 で あ り 、 (b)は 側 面 図 、 (c)は 上 面 図 で あ る 。 そ れ ら の 図 に 示 す よ

う に 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 を 連 結 す る 一 対 の 帯 状 部 材 75で 形 成 さ れ た リ ン グ 状 部 を 押

し 広 げ な が ら 、 圧 迫 部 72を 超 音 波 送 受 面 108に 位 置 合 わ せ を し て 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107に

装 着 す る 。 そ し て 、 装 着 部 74の 全 体 を 引 き 伸 ば し て 、 引 掛 け バ ン ド 78を 挿 入 部 106の 後 端

の 係 合 部 109に 係 合 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 が 引 っ 張 ら れ 、 圧 迫 部 7

2の シ ー ト 膜 が 長 手 方 向 に 伸 張 さ れ て 、 初 期 張 力 が 付 与 さ れ る 。 ま た 、 一 対 の 帯 状 部 材 75

の 張 力 に よ り 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 端 部 が 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107の 周 方 向 に 伸 張 さ
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れ 、 こ れ に 応 じ て 圧 迫 部 72の シ ー ト 膜 に 短 手 方 向 の 張 力 が 付 与 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 圧 迫

部 72の シ ー ト 膜 を 半 円 柱 状 の 超 音 波 送 受 信 面 108の 周 方 向 に わ た っ て 、 同 等 の 締 め 付 け 力

で 装 着 で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 圧 迫 部 72の シ ー ト 膜 の 初 期 張 力 T0は 、 例 え ば 、 バ ン ド 76a、 76Bと 連 結 バ ン ド 77a、 77Bの

長 さ Ｌ を 、 挿 入 部 106の 長 さ に 比 較 し て 、 十 分 に 短 い 距 離 に 設 定 す る こ と に よ り 調 整 で き

る 。 バ ン ド 76a、 76Bと 連 結 バ ン ド 77a、 77Bは 、 比 較 的 硬 く て 伸 び に く い 弾 性 材 が 望 ま し い

。 ま た 、 引 掛 け バ ン ド 78は 比 較 的 硬 く て 伸 び に く い 、 例 え ば ウ レ タ ン チ ュ ー ブ な ど が 望 ま

し い 。 ま た 、 こ れ ら の バ ン ド 76、 連 結 バ ン ド 77、 引 掛 け バ ン ド 78の 部 材 は 、 帯 状 シ ー ト 部

材 71と 別 体 で あ る 必 要 は な く 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71と 一 体 に 形 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ま た 、 挿 入 部 106の 長 手 方 向 の 長 さ を 調 整 す る こ と に よ り 、 圧 迫 部 72の 締 め 付 け 力 を 任

意 に 調 整 す る こ と も で き る 。 挿 入 部 106の 内 部 に は 、 歯 車 や ワ イ ヤ な ど (図 示 し な い )が 備

え ら れ て お り 、 挿 入 部 106は 長 手 方 向 に 伸 縮 で き る 形 態 に な っ て い る 。 そ の た め 、 挿 入 部 1

06を 長 手 方 向 に 伸 ば す と 、 圧 迫 部 72の 締 め 付 け 力 が 大 き く な り 、 挿 入 部 106を 長 手 方 向 に

縮 ま せ る と 、 圧 迫 部 72の 締 め 付 け 力 が 小 さ く な る 。 こ の よ う に 、 挿 入 部 106の 長 手 方 向 の

長 さ を 調 整 す る こ と に よ り 、 圧 迫 部 72の 締 め 付 け 力 を 最 適 に 調 整 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 13(b)に 示 す よ う に 、 圧 迫 部 72の シ ー ト 膜 の 長 手 方 向 端 部 の 領 域 と 中 央 部 の 領 域 で は

、 円 筒 状 の 超 音 波 送 受 信 面 108に 向 か っ て 締 め 付 け ら れ る 締 め 付 け 圧 が 異 な る 。 そ こ で 、

本 実 施 例 3で は 、 一 対 の 帯 状 部 材 75の 長 さ を 調 整 し て 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 端 部 を 超 音 波

探 触 子 ヘ ッ ド 107の 半 円 筒 の 軸 心 方 向 に 引 っ 張 り 、 圧 迫 部 72の シ ー ト 膜 の 長 手 方 向 端 部 の

領 域 と 中 央 部 の 領 域 に お け る 締 め 付 け 圧 力 が 同 等 に な る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 な お 、 図 11の 一 対 の 帯 状 部 材 75に 代 え て 、 図 14に 示 す よ う に 、 帯 状 シ ー ト 部 材 71の 両 側

縁 部 を 弾 性 を 有 す る シ ー ト 部 材 79で 連 結 し 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107の 筒 径 に 比 べ て 一 回

り 小 さ い 径 を 有 す る キ ャ ッ プ 部 を 形 成 し 、 超 音 波 探 触 子 ヘ ッ ド 107に 押 し 広 げ て 被 せ る こ

と に よ り 、 圧 迫 部 72の 全 域 に 渡 っ て 同 等 の 締 め 付 け 圧 力 を 実 現 で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 よ っ て 、 実 施 例 3で は 、 圧 迫 部 72の 領 域 に お い て 、 敏 感 に 圧 迫 部 72が 膨 張 な い し 収 縮 さ

せ る こ と が で き 、 繊 細 な 圧 迫 操 作 で 対 象 組 織 に 歪 み を 生 成 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 閾

値 張 力 が シ ー ト 膜 面 の す べ て の 領 域 に 渡 っ て 付 与 さ れ る た め 、 対 象 の 生 体 組 織 と 接 触 し て

い な い 面 領 域 が あ っ て も 、 そ の 領 域 の み に 膨 張 ・ 収 縮 が 集 中 す る こ と な く 、 生 体 組 織 と の

接 触 面 領 域 に 閾 値 張 力 に 対 応 す る 圧 力 で 圧 迫 を 加 え る こ と が で き る 。 そ の た め 、 円 滑 に 圧

迫 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 な お 、 上 記 実 施 例 1～ 3で は 、 コ ン ベ ッ ク ス 型 及 び リ ニ ア 型 及 び エ ン ド フ ァ イ ヤ ー 型 の 経

直 腸 用 の 超 音 波 探 触 子 に 本 発 明 の 圧 迫 装 置 を 適 用 し た 例 を 説 明 し た が 、 本 発 明 の 圧 迫 装 置

は 経 直 腸 用 の 超 音 波 探 触 子 の み な ら ず 、 経 食 道 用 、 経 膣 用 、 指 先 装 着 型 、 血 管 用 マ イ ク ロ

プ ロ ー ブ 、 内 視 鏡 プ ロ ー ブ な ど 、 任 意 の 形 状 の 超 音 波 探 触 子 に 適 用 で き る 。 超 音 波 探 触 子

に バ ル ー ン を 装 着 し た 状 態 で 、 圧 迫 部 の シ ー ト 膜 に 初 期 張 力 を 付 与 す る こ と が 特 徴 で あ り

、 圧 迫 部 の シ ー ト 膜 に 張 力 を 付 与 す る 装 着 部 の 形 状 及 び 構 造 は 、 各 超 音 波 探 触 子 の 形 状 に

合 わ せ て 設 計 す る こ と が で き る 。 ま た 、 外 部 か ら 被 検 体 を 圧 迫 す る コ ン ベ ッ ク ス 型 や リ ニ

ア 型 超 音 波 探 触 子 に つ い て も 実 施 例 1～ 3を 適 用 す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ４ 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 実 施 例 1～ 3で 示 し た バ ル ー ン 38の 帯 状 シ ー ト 部 材 61， 71は 、 十 分 な 張 力 、 締 め 付 け 圧 、

及 び 超 音 波 の 透 過 性 を 備 え る 素 材 を 用 い て 形 成 す る こ と が 重 要 で あ る 。 弾 性 に つ い て は 実

施 例 1で 挙 げ た 素 材 を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 図 7， 8で 説 明 し た 超 音 波 の 多 重 反 射 を

低 減 す る た め に は 、 可 能 な 限 り 薄 い 膜 で 、 か つ 、 生 体 組 織 の 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス と マ ッ チ
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ン グ し た 素 材 を 用 い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ こ で 、 実 施 例 1で 示 し た 同 一 の 2枚 の 帯 状 シ ー ト 部 材 61a、 61bに よ り バ ル ー ン 38を 形 成

す る の に 代 え て 、 対 象 組 織 64と 接 す る 側 が 例 え ば 帯 状 シ ー ト 部 材 61aと す れ ば 、 他 方 の 帯

状 シ ー ト 部 材 61bは 対 象 組 織 64を 圧 迫 す る た め に 膨 張 及 び 収 縮 す る 役 割 を 担 う わ け で は な

い 。 そ こ で 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61aと 帯 状 シ ー ト 部 材 61bの 材 質 、 厚 さ 、 硬 さ を 異 な ら せ 、 目

的 に あ っ た 組 み 合 わ せ を 用 い る こ と が 好 ま し い 。 例 え ば 、 超 音 波 送 受 信 面 に 接 す る 帯 状 シ

ー ト 部 材 61bは 、 帯 状 シ ー ト 部 材 61aよ り も 薄 い シ ー ト を 用 い 、 バ ル ー ン 38と し て 可 能 な 限

り 超 音 波 の 透 過 性 の 優 れ た も の と す る こ と が で き る 。

【 実 施 例 ５ 】

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 上 記 の 実 施 例 1～ 4で は 、 本 発 明 の 圧 迫 装 置 の バ ル ー ン に 係 る 実 施 例 を 示 し た 。 本 実 施 例

5で は 、 本 発 明 の 圧 迫 装 置 の バ ル ー ン 38に 液 体 を 注 入 ／ 排 出 す る 圧 迫 操 作 部 44の 実 施 例 に

つ い て 、 図 15を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 15は 、 圧 迫 操 作 部 44の 一 実 施 例 の 概 念 構 成 を 示 し て

い る 。 図 15に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン 38の チ ュ ー ブ 63は 、 三 方 活 栓 81を 介 し て 圧 迫 操 作 用 シ

リ ン ジ 82と 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に 連 結 さ れ て い る 。 図 15の (1)～ (5)は 、 バ ル ー ン 38に 注 入

す る 液 体 の 泡 抜 き の 手 順 を 説 明 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 圧 迫 装 置 の 使 用 開 始 時 に お い て は 、 図 15(1)に 示 す よ う に 、 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に 水 等

の 液 体 を 充 填 す る 。 そ し て 、 三 方 活 栓 81を 切 り 替 え て バ ル ー ン 38を 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に

の み 連 通 し た 状 態 に す る 。 次 い で 、 図 15(2)に 示 す よ う に 、 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83の 押 し 子

の 挿 入 引 出 し を 繰 り 返 し て 、 バ ル ー ン 38及 び チ ュ ー ブ 63(63a、 63b)内 の 空 気 及 び 空 気 の 泡

を 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に 導 く 。 次 に 、 図 15(3)に 示 す よ う に 、 三 方 活 栓 81を 切 り 替 え て 、

泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83と 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82の み を 連 通 さ せ る 。 そ し て 、 図 15(4)に 示 す

よ う に 、 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82の 押 し 子 を 引 出 し て 液 体 を 導 入 す る と と も に 、 泡 抜 き 用 シ

リ ン ジ 83と 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82と の 間 で 液 体 を 出 し 入 れ し て 、 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82内

の 空 気 及 び 空 気 の 泡 を 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に 導 く 。 最 後 に 、 図 15(5)に 示 す よ う に 、 三 方

活 栓 81を 切 り 替 え て 、 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83を チ ュ ー ブ 63か ら 切 り 離 し て 、 通 常 の 圧 迫 操 作

を 可 能 な 状 態 に す る 。 な お 、 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83は 、 バ ル ー ン 38及 び 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ

82よ り も 高 い 位 置 に 保 持 す る 。 ま た 、 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83に よ っ て 、 初 期 注 入 量 V0を 調 整

す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 前 述 し た よ う に 、 バ ル ー ン 38の 内 部 の 液 体 に 気 泡 が 存 在 し な い よ う に す る こ と が 重 要 で

あ る 。 そ こ で 、 本 実 施 例 に よ れ ば 、 バ ル ー ン 38及 び 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82内 の 液 体 か ら 、

泡 を 完 全 に 抜 き 出 す こ と が で き 、 バ ル ー ン 38内 に 泡 が 存 在 す る こ と に よ り 生 ず る ノ イ ズ の

な い 弾 性 画 像 診 断 を 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 、 前 述 し た よ う に 、 バ ル ー ン 38及 び チ ュ ー ブ 63は 使 い 捨 て さ れ る 。 そ こ で 、 バ ル ー

ン 38、 チ ュ ー ブ 63、 三 方 活 栓 81、 圧 迫 操 作 用 シ リ ン ジ 82、 及 び 泡 抜 き 用 シ リ ン ジ 83を 予 め

組 み 付 け 、 セ ッ ト と し て 滅 菌 処 理 し た パ ッ ケ ー ジ と す る 。 そ の 場 合 、 液 体 を 注 入 し 、 泡 抜

き し た 状 態 に す れ ば 、 開 封 後 、 超 音 波 探 触 子 12に 装 着 し て 即 座 に 使 用 開 始 で き る 。 ま た 、

液 体 と し て 生 食 水 、 脱 気 水 な ど を 用 い れ ば よ り 望 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 上 記 実 施 例 の 動 作 は 超 音 波 診 断 装 置 1で 制 御 さ れ る が 、 超 音 波 探 触 子 12の 保 持 部 に バ ル

ー ン の 制 御 を 行 う ボ タ ン や レ バ ー な ど の イ ン タ ー フ ェ イ ス を 備 え 、 検 者 が 超 音 波 探 触 子 12

を 保 持 す る 手 元 で 、 バ ル ー ン 38の 動 作 を 切 り 替 え る こ と が で き る よ う に な っ て い て も よ く

、 フ ッ ト ス イ ッ チ に よ っ て 実 現 さ れ て い て も よ い 。 さ ら に 検 者 の 音 声 に よ る 指 示 を 認 識 し

て 切 り 替 え る よ う に な っ て い て も よ い 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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（ZH）提供了能够平稳地执行压缩操作的压缩装置，超声波探头和超声
波诊断装置。 在一种压缩装置中，该压缩装置具有通过安装在超声波探
头的超声波收发面而使用的球囊，该球囊是由弹性部件和压缩部形成的
中空压缩部。 它具有用于注入/排出液体的管以及与压缩部分的外围连接
并且将压缩部分安装在超声波探头的超声波发送/接收表面上的安装部
分，并且安装部分或压缩部分的内径是超声波。 它小于探头安装部分的
外径。 由于向压缩部施加张力，因此能够以较小的初始喷射量迅速开始
压缩。 因此，可以平稳地执行按压操作。
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